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多摩同胞会のホームページでは、
ブログを毎日更新しています。
http://www.tama-dhk.or.jp/
をぜひご覧下さい！

◆ 社会福祉を考える２

◆ 平成29年度
　　事業報告および決算報告

◆ 施設だより
　　「おいしい話」
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今も昔もこれからも　私たちは家族を支援します

6 月 27 日、府中市自衛消防審査会に出場しました。
今年は救助活動などでチームワークと臨機応変な判断を求められる審査でした

泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター

泉苑ケアセンター
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑

高齢者在宅サービスセンター
・府中市高齢者住宅うらら多磨

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ
・千代田区立かがやきプラザ
　　　　　　　　　　　相談センター
児童福祉
・子ども家庭支援センターしらとり
・母子生活支援施設白鳥寮
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・府中市子ども家庭支援センターたっち
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２　

高
齢
、
一
人
、
低
所
得
の
人
々
は
、

住
居
確
保
困
難
に
陥
り
や
す
い

－

格
差
社
会
の
社
会
問
題　

　
　

　

人
の
暮
ら
し
も
高
齢
者
の
暮
ら
し
に
も
、
基
盤
と
し
て
所
得
、
住
宅
、
医
療
が
不
可

欠
で
す
。
年
金
、
医
療
な
ど
は
社
会
保
障
の
制
度
化
が
進
み
、
そ
れ
な
り
に
安
定
的

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年
金
も
基
礎
年
金
し
か
受
け
取
れ
な
い
高
齢
者
は
、

月
10
万
円
前
後
で
、
経
済
的
に
は
厳
し
い
状
態
で
す
。
特
に
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
約

600
万
人
の
内
３
割
程
度
の
人
々
は
、
年
額
平
均

110
万
円
程
度
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
（「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
に
よ
る
）。
こ
う
し
た
結
果
が
、
高
齢
一
人
暮
ら
し

の
人
々
の
生
活
保
護
受
給
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
保
護
受
給
高
齢
者
世
帯
の
９
割
が
、

一
人
暮
ら
し
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
一
人
暮
ら
し
の
人
々
の
住
居
状
態
を
見
る
と
、
高
齢
者
世
帯
の
中
で
も

持
ち
家
率
が
最
も
低
く
、
公
営
住
宅
や
民
間
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
居
が
多
く
、

住
居
条
件
は
不
安
定
で
す
。

　

高
齢
者
の
中
で
も
、
所
得
の
格
差
が
広
が
る
中
で
、
高
齢
一
人
暮
ら
し
で
低
所
得
の

人
々
は
、
住
居
確
保
困
難
に
陥
り
や
す
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
格

差
社
会
の
中
で
の
社
会
問
題
で
す
。

　
　
　
　
　
３　

高
齢
者
の
居
住
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
か　

　

　

表
３
「
高
齢
者
の
施
設
と
住
宅
対
策
の
変
化
」
か
ら
対
策
の
推
移
の
特
徴
を
見
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

戦
後
か
ら
昭
和
38
年
老
人
福
祉
法
が
出
来
る
ま
で
の
間
は
、
高
齢
者
に
絞
っ
た
対
策

は
見
当
た
ら
ず
、
低
所
得
高
齢
者
の
施
設
対
策
が
中
心
で
し
た
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

設
置
や
生
活
保
護
法
、
社
会
福
祉
事
業
法
の
「
宿
所
提
供
施
設
」
の
設
置
運
営
が
中
心

だ
っ
た
の
で
す
。

　

老
人
福
祉
法
が
で
き
る
と
や
っ
と
公
営
住
宅
法
に
、
高
齢
者
向
け
住
宅
が
定
め
ら
れ

ま
す（
一
人
暮
ら
し
は
55
年
ま
で
入
居
で
き
ず
）。し
か
し
依
然
と
し
て
、養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
宿
所
提
供
施
設
な
ど
低
所
得
高
齢
者
へ
の
施
設
中
心
で
、
わ
ず
か
な
公
営
住
宅
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
、
独
自
の
生
活
支
援
付

き
住
居
、
施
設
の
対
策
を
進
め
ま
し
た
。（
滝
川
市
や
中
野
区
な
ど
）

　

本
格
的
に
高
齢
者
向
き
の
住
宅
確
保
対
策
が
動
き
始
め
る
の
は
、昭
和
62
（1

9
8

7

）

年
の
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
創
設
で
し
た
（
東
京
都
の
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
も
こ
の
年
）。

低
所
得
高
齢
者
の
居
住
の
場
で
あ
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、昭
和
53（1

9
7

8

）年
の「
今

後
、
新
設
を
認
め
な
い
」
方
針
の
通
り
、
現
状
維
持
に
止
め
て
い
き
ま
し
た
の
で
、
居

住
確
保
困
難
な
高
齢
者
の
住
宅
確
保
が
、
一
つ
の
重
要
な
目
的
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
折
し
も
「
国
民
生
活
白
書
」
が
「
格
差
の
拡
大
」
を
、
指
摘
し
た
時
期
で
し
た
。

　

平
成
13（2

0
0

1

）
年
に
は
高
齢
者
居
住
法
に
よ
る
「
高
専
賃
」「
高
円
賃
」「
高
優
賃
」

→
「
サ
高
住
」
な
ど
の
高
齢
者
向
け
住
宅
の
設
置
が
大
き
く
動
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ

れ
ら
は
、
中
間
層
を
対
象
と
す
る
住
宅
供
給
で
あ
っ
た
た
め
、
低
所
得
、
居
住
確
保
困

難
層
へ
の
対
応
と
し
て
、
平
成
12
～
13
年
頃
か
ら
宿
所
提
供
施
設
が
、
急
増
さ
れ
始
め

ま
す
。
そ
れ
で
も
低
所
得
層
へ
の
対
応
が
追
い
付
か
な
い
ば
か
り
か
、
平
成
20
年
代
に

入
っ
て
、
相
次
ぐ
低
家
賃
集
合
住
宅
で
の
火
災
事
故
を
受
け
て
、「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
法
」
の
制
定
と
改
正
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
な
ど
住
宅
確
保
困
難
者

へ
の
様
々
な
法
律
の
制
定
、
改
正
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

低
所
得
、
一
人
、
住
宅
確
保
困
難
者
へ
の
対
策
は
、
こ
こ
数
年
で
や
っ
と
本
格
化
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
住
宅
確
保
困
難
の
人
々
へ
の
対
策
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
は
定
員
数
も
利
用
者
も
減
り
続
け
て
い
る
の
で
す
。

社
会
福
祉
を
考
え
る
　
～
高
齢
者
の
居
住
問
題
と
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　

⑵
～副

理
事
長
　
小
笠
原
　
祐
次
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表３　高齢者の施設と住宅対策の変化
住宅事故（主に火災） 困窮高齢者　施設

老人福祉法
困窮者　宿所提供

生活保護法　社会福祉法
高齢者　住宅

公営住宅法、高齢者居住法
養護老人ホーム 宿所提供施設（生保法）

宿所提供施設（社福法）
（無料低額宿泊施設等のこと）

公営住宅法の高齢者向け住宅
シルバーハウジング、及びサービス
付高齢者向け住宅（サ高住）

S30 養老施設「聖母の園」
火災　96 名死亡

「聖母の園」火災をうけ
建物基準を「耐火構造」に

S31 生）162 施設、1 万 8 千
社）100 施設、1 万 1 千

S38 ＜老人福祉法　制定＞ 定員 4 万 7 千（入所率 98％）

S39 公営住宅に高齢者向け住宅

S48 北海道・滝川市、
老人福祉寮に、ヘルパー常駐

S49 中野区アパートを借上、
低所得高齢者の老人アパートに

S52 「収容の場から生活の場」へ
養護も「個室化」へ、答申

S53 厚生省、今後、養護の新設
原則、認めず、と

広島県、冬期過疎地小規模
ホーム設置、ヘルパー常駐

S55 定員 7 万　（入所率 94％） 公営住宅、単身高齢者入居可

S62
（1987）

特養「松寿園」火災
　17 名死亡

左により全施設、
スプリンクラー設置、
宿直　義務化

社）53 施設、5662 人 シルバーハウジング創設
生活支援員（LSA）を配置し、
見守り　など

H10 建設省、高齢者向け
優先賃貸住宅（高優賃）整備

H12
（2000） ＜介護保険制度、始まる＞ 定員　6 万 6 千（96％） 生）　11 施設、　913 人

社）　85 施設、4636 人

H13 

社）119 施設、4963 人 高齢者居住法の成立
高齢者の民間賃貸入居円滑化（高
円賃）
高齢者向け優先賃貸（高優賃）
に LSA、バリアフリー

H17
措置費が　一般財源化

（措置費執行、自治体の判断に）
定員　6 万 6 千（95％）

生）　12 施設、　951 人
社）224 施設、7765 人

高齢者居住法　改正、
高齢者専用賃貸住宅（高専賃）
整備

H18
大村市、　グループホーム（ＧＨ）「や
すらぎの里」火災
　7 名　死亡

左により　グループホーム（ＧＨ）にも、
スプリンクラー設置へ

H19

住宅セーフティーネット法　成立
被災者、低所得者、高齢者、障が
い者等を住宅確保要配慮者に。
住宅提供の情報など、支援を定める

H21 渋川、高齢者住宅「たまゆら」火
災　10 名　死亡

H22
（2010）

札幌、GH「とんでん」火災
　7 名、死亡

この頃から、「措置控え」
目立つ

H23

新宿区　低家賃アパート火災
　4 名、死亡

高齢者居住法改正、「高円賃」「高
優賃」「高専賃」を廃止し、「サー
ビス付高齢者向け住宅」（サ高住）
に一本化

H25 長崎、GH「ベルハウス」火災
　5 名、死亡

H27

川崎市、簡易宿泊所　火災
　11 名、死亡

定員　6 万 4 千
（入所率 89％）

「生活困窮者自立支援法」
生活保護受給前に、居住支援、　
就労支援などに力入れる
生）　11 施設、　810 人
社）296 施設、9495 人

H29

北九州市、低家賃アパート火災
　6 名、死亡
横手市、低家賃アパート火災
　5 名、死亡

（Ｈ２８）定員　6 万 4 千
（入所率 88％）

住宅セーフティーネット法改正
生活支援員派遣等を規定
社）537 施設、15600 人
この他に無届施設、1236 施設と…

サ高住　6644ヵ所
21 万 7 千戸

（約 7 割、有料老人ホーム）

H30
札幌市、自立支援施設（無料低額
宿泊施設？）火災
　11 名、死亡

生活保護法　改正
困窮高齢者向けに「日常生活支援
住居」創設、

� 社会福祉法の改正で、宿所提供施設（無料低額宿泊所）は、「社会福祉住居施設」に変更に（平成 32 年から）　
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平
成
29
年
度
　
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
（
概
要
説
明
）
前
号
別
紙
に
て
事
業
実
績
や
決
算
報
告
を
ご
報
告
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
は
第
300
回
理
事

会
（
平
成
30
年
6
月
13
日
開
催
）
を
経
て
第
70
回
評
議
員
会

（
6
月
28
日
開
催
）
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

　

紙
面
の
都
合
で
、
概
要
を
簡
略
に
ご
報
告
し
ま
す
。
前
号

別
紙
に
掲
載
の
ほ
か
、
事
業
報
告
書
、
決
算
報
告
書
・
監
査

報
告
書
等
は
当
法
人
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
法
人
の
概
況

　

平
成
29
年
度
は
、「
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」（
平
成
28
年
法
律
第
21
号
）
に
基
づ
く
法
人
運
営
が
本
格

化
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
認
可
を
受
け
た
新
た
な
定
款
お
よ

び
定
款
施
行
細
則
に
基
づ
き
、
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

強
化
、
事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

組
織
運
営
上
の
主
な
変
更
点
は
、
評
議
員
会
の
人
数
が
21

名
か
ら
11
名
と
な
り
理
事
や
施
設
長
の
兼
任
が
な
く
な
っ
た

こ
と
、
従
前
の
常
務
理
事
1
名
を
複
数
の
業
務
執
行
理
事
と

し
た
こ
と
、
理
事
長
の
諮
問
機
関
で
あ
っ
た
常
任
委
員
会
を

業
務
執
行
機
関
で
あ
る
業
務
執
行
役
員
会
に
移
行
し
た
こ
と

の
三
点
で
す
。

　

法
改
正
に
伴
う
規
程
類
の
整
備
と
し
て
、
内
部
管
理
体
制

の
基
本
方
針
を
定
め
、
業
務
管
理
体
制
整
備
規
程
を
内
部
管

理
規
程
と
し
て
改
定
し
、
監
事
監
査
実
施
規
程
を
新
設
し
ま

し
た
。

　

特
定
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
会
計
監
査
人
監
査
の
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
た
こ
と

も
あ
り
大
き
な
課
題
は
な
く
、
無
限
定
適
正
意

見
を
う
け
、
法
人
運
営
や
計
算
書
類
の
適
正
性

に
つ
い
て
客
観
的
に
担
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
含
め
た
内
部
統
制
の

充
実
に
つ
い
て
今
後
も
継
続
的
に
取
り
組
み
、

地
域
の
皆
様
や
ご
利
用
者
、
ご
家
族
に
一
層
の

安
心
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

■
各
施
設
の
概
況

・�

泉
苑
：
ご
利
用
者
の
過
ご
し
方
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に

ご
利
用
者
の
生
活
の
流
れ
に
沿
っ
た
職
員
配
置
や
業
務
分
担

に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
福
祉
用
具
の
定
着
を
通
し
て「
抱

え
上
げ
な
い
介
護
」
を
更
に
推
進
し
ま
し
た
。

・�

あ
さ
ひ
苑
：
指
定
管
理
者
と
し
て
二
年
度
目
を
終
了
し
ま
し

た
。
約
半
年
に
わ
た
る
外
壁
工
事
や
居
室
の
サ
ッ
シ
交
換
工

事
等
事
故
な
く
無
事
に
終
え
、
生
活
環
境
を
充
実
し
ま
し
た
。

・�

緑
苑
：
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
昼
食
会
や
映
画
会
、

サ
ー
ク
ル
活
動
の
開
催
等
、
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
東
館
の
浴
室
を
改
修
し
、
ご
利
用
者
の
快
適
さ

の
向
上
と
「
抱
え
上
げ
な
い
介
護
」
の
実
践
を
目
指
し
ま
す
。

・�

連
雀
：
根
拠
の
あ
る
共
通
し
た
業
務
を
通
じ
て
ご
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
通
所
介
護

で
は
料
理
教
室
等
の
活
動
を
充
実
し
ま
し
た
。
ベ
ラ
ン
ダ
の

修
繕
等
、
次
年
度
以
降
に
続
く
大
規
模
修
繕
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

・�

岩
本
：
次
期
指
定
管
理
者
に
応
募
し
無
事
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
か
ん
だ
連
雀
や
か
が
や
き
プ
ラ
ザ
と
連
携
し
、
個
別
の

事
情
に
考
慮
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
し
ま
し
た
。

・�

き
ず
な
：
平
成
28
年
度
か
ら
開
始
し
た
施
設
整
備
4
か
年
計

画
は
12
月
に
第
１
期
工
事
を
事
故
な
く
終
え
、
１
月
に
新
棟

へ
の
引
っ
越
し
を
行
い
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
は
ご
利
用
者

に
好
評
で
す
。

・
し
ら
と
り
：
同
敷
地
内
の
泉
苑
と
の
連
携
を
深
め
、
行
事
の

合
同
開
催
や
中
間
就
労
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
や
親
子
ひ
ろ
ば
等
の
事
業
は
利
用
も
多
く
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・�

た
っ
ち
：
相
談
事
業
を
中
心
と
し
て
各
事
業
の
横
の
連
携
を

密
に
し
、
利
用
者
世
帯
へ
の
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

■
地
域
公
益
活
動

①�

安
心
シ
ニ
ア
塾
：
平
成
25
年
に
開
講
し
第
５
期
を
む
か
え

ま
し
た
。
平
成
29
年
度
か
ら
緑
苑
だ
け
で
な
く
、
泉
苑
や

あ
さ
ひ
苑
で
も
出
張
シ
ニ
ア
塾
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

②�

家
族
支
援
情
報
交
換
会
：
府
中
市
内
の
泉
苑
、
あ
さ
ひ
苑
、

緑
苑
の
３
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
、
し
ら
と
り
、
た
っ

ち
の
２
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
合
同
で
主
催
し
、

関
係
諸
機
関
の
み
な
さ
ま
と
連
携
と
協
力
を
深
め
て
「
家

族
支
援
」
の
実
践
を
深
め
る
た
め
に
開
催
し
ま
し
た
。
今

後
も
継
続
し
ま
す
。

③�

し
ら
と
り
学
習
サ
ポ
ー
ト
サ
ロ
ン
（
Ｓ
Ｋ
Ｙ
）：
近
隣
在
住

の
中
学
生
及
び
高
校
生
を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
学

習
面
だ
け
で
な
く
親
子
食
事
会
や
泉
苑
と
合
同
で
の
む
さ

こ
い
ま
つ
り
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
等
も
行
い
ま
し
た
。

④�

食
事
サ
ー
ビ
ス
：
施
設
内
で
職
員
が
調
理
し
て
い
る
食
事

を
通
し
て
地
域
の
高
齢
者
の
生
活
支
援
や
見
守
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
泉
苑
で
は
見
守
り
配
食
（
夕
食
）
と
お
持
ち
帰

り
夕
食
、
あ
さ
ひ
苑
で
は
見
守
り
配
食
（
昼
食
）、
緑
苑
で

は
昼
食
会
を
毎
日
開
催
し
て
い
ま
す
。
岩
本
町
で
は
訪
問

食
事
や
食
事
会
、
お
持
ち
帰
り
夕
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

⑤�

府
中
市
高
齢
者
住
宅
う
ら
ら
多
磨
：
比
較
的
所
得
の
少
な

い
方
や
生
活
課
題
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
社
会
福
祉
法
人

と
し
て
の
高
齢
者
住
宅
を
あ
さ
ひ
苑
と
連
携
し
、
運
営
し

て
い
ま
す
。
訪
問
介
護
事
業
所
を
併
設
し
た
医
療
介
護
連

携
型
の
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
で
す
。
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■
職
員
状
況

　

平
成
29
年
度
末
の
職
員
数
は
正
職
員
293
名
、
準
職
員
は

常
勤
77
名
、
常
勤
換
算

229.3
名
（
実
数
427
名
）
で
す
。

　

正
職
員
の
平
均
勤
続
年
数
は
10.5
年
、
10
年
以
上
勤
続
が

48
％
、
５
年
以
上
68.2
％
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
中
の
入
職
者
は
24
名
、
離
職
率
は
7.6
％
で

す
。
定
年
退
職
者
は
全
員
再
雇
用
職
員
と
し
て
経
験
を
生

か
し
て
引
き
続
き
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

産
前
産
後
休
暇
・
育
児
休
業
制
度
を
15
名
が
利
用
し
、

年
度
中
に
5
名
が
復
職
し
ま
し
た
。

　

採
用
試
験
は
10
回
開
催
し
、
計
35
名
を
採
用
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
中
に
採
用
さ
れ
た
新
入
職
員
に
は
3
月
末
に

3
日
間
の
入
職
時
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

■
研
修

　

研
修
は
年
度
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
ま
し
た
。
13
の

テ
ー
マ
に
わ
た
る
法
人
企
画
研
修
の
ほ
か
、
高
齢
施
設
・

母
子
施
設
・
事
務
局
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
基
礎
ス
キ
ル

の
習
得
を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
年
間
15
本
を
行
い
ま

し
た
。
海
外
研
修
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
は
視
察
型
研
修
を

実
施
し
、
高
齢
施
設
の
管
理
職
や
事
業
責
任
者
を
中
心
に

6
名
が
各
々
の
テ
ー
マ
を
持
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
各
施
設
研
修
担
当
に
よ
る
研
修
担
当

者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
担
当
者
会
議
の
検
討
に
よ
り
、平
成
30
年
度
の「
相

談
員
」
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
連
続
研
修
の
開
始
、

「
国
際
福
祉
機
器
展
」
×
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
研
修
」
が
相

乗
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
、
現

在
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
意
向
調
査

　

全
職
員
を
対
象
に
し
た
意
向
調
査

を
延
3
回
実
施
し
、
規
程
改
正
や
平
成

30
年
度
事
業
計
画
に
反
映
し
ま
し
た
。

平成29年度　事業活動計算書の概況
平成 29 年度決算は大変厳しい結果でした。
事業活動計算書の収益のうち、サービス活動収益は、
3,338,514 千円で、前年比＋ 5,876 千円の微増でしたが、こ
れは児童福祉事業収益における措置費単価増やかんだ連雀
拠点における高額の寄附金収益、介護職員処遇改善加算の
改正によります。
右グラフのとおり法人の収益の 65％以上を占める介護保
険事業収益は前年比△ 19,897 千円の減収となりました。

費用のうちサービス活動費用は、3,335,857 千円、前年比＋
96,673 千円の増支出となりました。増支出の大きな理由は
人件費で、処遇改善加算関係の手当や超過勤務手当の増、
基本給の増によります。一方では離職率の低さが当法人の
大きな強みでもあり、現状以上の給与水準を目指すために
も収益の改善が必須です。
経費について、事業費は前年比＋ 18,478 千円の増でした。
電気料金や燃料費の単価増が主な理由です。事務費は前年
比＋ 8,355 千円の増で、主として修繕費の増と採用関係の
広報費の増によります。
特別費用のなかの国庫補助金等積立金積立額は、網代ホー
ムきずなの第１期工事における施設整備等補助金収益によ
るものです。

費用の増が収益の増を大幅に上回ったため、当期活動増減
差額は 28,320 千円と、前年度に比べ 90,000 千円以上も減
となりました。

平成 29 年度決算の厳しさを踏まえて、平成 30 年度は収支
の改善が最大の課題です。地域のニーズに応えるサービ
スを一層充実し各事業の利用率の向上につなげることや、
ICT の活用等により職員の負担を軽減しつつ加算を確実に
算定すること等の取り組みを通じて収益の改善をはかりま
す。
また職員の意向調査をもとに、時間年休を制度化したほか、
遠隔会議システムの導入による研修や会議の効率化等、一
層働きやすい職場づくりを進めています。経費については、
法人全体での契約によるスケールメリットの推進や電力会
社見直しによるコストダウンを実現する予定です。
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し
ら
と
り
＆
か
ん
だ
連
雀

～
淡
路
町
に
子
ど
も
た
ち
の
声
が
～

　

か
ん
だ
連
雀
で
は
１
階
フ
ロ
ア
の
改
修
を
し
ま

し
た
。

　

１
階
ホ
ー
ル
は
地
域
高
齢
者
の
居
場
所
作
り
の

た
め
の
「
は
あ
と
サ
ロ
ン
」
や
、
認
知
症
の
方

や
そ
の
ご
家
族
の
方
な
ど
が
集
う
「
は
あ
と
カ

フ
ェ
」、介
護
予
防
の
た
め
の
「
シ
ル
バ
ー
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ス
ペ
ー
ス
の
一
角
に
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

の
事
務
室
が
あ
り
ま
す
が
、
年
々
事
業
の
拡
大
と

と
も
に
人
員
が
充
実
し
、
８
人
の
職
員
体
制
と
な

り
非
常
に
手
狭
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
連
雀

の
正
面
入
り
口
が
無
人
で
防
犯
上
も
課
題
が
あ
っ

た
た
め
、
左
側
の
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
あ
ん
し
ん

セ
ン
タ
ー
の
事
務
室
を
移
設
し
ま
し
た
。
今
ま
で

は
狭
く
て
荷
物
が
多
く
、
倉
庫
の
な
か
で
仕
事
を

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
す
っ
か
り
事
務
室
ら

し
く
な
り
、
効
率
的
に
業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
元
の
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
事
務
室
を

活
用
し
て
、
子
育
て
支
援
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
は
千
代
田
区
の
新
規
事
業
の
ひ
と
つ
で
、
保

育
園
等
が
お
休
み
の
日
曜
祝
日
に
お
子
さ
ん
を
預

か
る
こ
と
で
、
子
育
て
中
の
介
護
職
員
の
休
日
勤

務
を
可
能
に
し
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援
事
業
で
す
。
子
育
て
支

援
に
実
績
が
あ
る
当
法
人
の
し
ら
と
り
が
担
当
し
、

連
雀
と
二
人
三
脚
で
、
良
い
事
業
に
育
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
施
設
で
小
さ
な
子
供
が
遊
ん
で
い
る
…

新
し
い
淡
路
町
の
風
景
を
楽
し
み
に
想
像
し
て
い

ま
す
。

（
か
ん
だ
連
雀
施
設
長　

武
田
潤
一
郎
）

　

し
ら
と
り
＆
泉
苑

　

～
む
さ
し
だ
い
に　

み
ん
な
こ
い
！
～

　

連
日
、
猛
暑
が
続
く
中
、
７
月
22
日　

日
曜
日
、

泉
苑
と
し
ら
と
り
が
合
同
で
主
催
す
る
「
む
さ
こ
い

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
か
き
氷
、
ヨ
ー
ヨ
ー
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
、
焼
き
そ
ば
と
盛
り
だ
く
さ
ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
し
た
。
地
域
の
「
よ
さ
こ
い
武
蔵
」
と
「
武
蔵
台

囃
子
連
」
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、一
緒
に
踊
っ
た
り
、

獅
子
舞
に
驚
い
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　
「
む
さ
こ
い
ま
つ
り
」
の
ポ
ス
タ
ー
の
メ
イ
ン
の
イ

ラ
ス
ト
は
、
職
員
の
手
描
き
で
す
。
施
設
の
掲
示
板
や
、

近
隣
の
施
設
等
に
掲
示
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

泉
苑
の
ご
利
用
者
も
外
に
出
て
、は
し
ゃ
ぐ
子
ど

も
達
の
姿
を
み
て「
か
わ
い
い
ね
ぇ
」と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
府
中
市「
元
気
一

番
！
ふ
ち
ゅ
う
体
操
」の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る「
ひ
ば

ピ
ー
」が
登
場
し
、子
ど
も
た
ち
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
ふ

ち
ゅ
う
体
操
を
踊
り
ま
し
た
。一
緒
に
写
真
を
と
っ
た

り
、お
土
産
を
も
ら
っ
た
り
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
や
、
ト
ワ
イ

ラ
イ
ト
ス
テ
イ
や
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
者
も
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
り
、
普
段
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
方
々
の

元
気
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
き
ま
し

た
！
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
職
員
一
同
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

　

お
手
伝
い
頂
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
熱
々

の
鉄
板
の
前
で
ひ
た
す
ら
焼
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
を
焼
き
続
け
た
職
員
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
暑
さ
が
心
配
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様

の
ご
協
力
が
あ
り
、
無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
来
年
も
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
お
祭
り
に
し
た
い

で
す
。（

し
ら
と
り
地
域
支
援
ワ
ー
カ
ー　

草
野
祐
恵
）
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ま
だ
ま
だ
暑
さ
も
残
り
ま
す
が
秋
も
も
う
す
ぐ
本
番
！

今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
の
「
お
い
し
い
話
」
に

ま
つ
わ
る
話
題
を
お
届
け
し
ま
す
。

お
い
し
い
話

7

今
日
の
ご
飯
は何
か
な
ぁ
？

お
い
し
い
料
理
教
室

　

き
ず
な
の
調
理
室
と
保
育
室
は
大
き
な
窓
で
仕
切
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
保
育
室
の
中
で

遊
ん
で
い
て
も
、
ご
は
ん
や
お
や
つ
の
い
い
匂
い
が
し
て
き
た
り
、
ト
ン
ト
ン
と
調
理
し

て
い
る
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

子
ど
も
達
も
い
い
匂
い
に
つ
ら
れ
て
窓
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
精
一
杯
の
背
伸
び
を
し
た

り
、
椅
子
を
運
ん
で
調
理
室
の
中
の
様
子
を
眺
め
る
の
が
大
好
き
で
す
。
調
理
室
で
は
子

ど
も
達
の
年
齢
や
様
子
に
合
わ
せ
て
、
０
歳
児
の
離
乳
食
か
ら
、
保
育
児
の
給
食
や
お
や

つ
、
学
童
の
お
や
つ
と
た
く
さ
ん
の
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
『
食
育
』
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。『
食
べ
る
力
』
＝
『
生
き
る
力
』

と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
き
ず
な
で
も
『
食
』

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

お
い
し
い
食
事
を
作
っ
て
も
ら
う
だ
け
で

は
な
く
、
み
ん
な
で
野
菜
を
育
て
た
り
、
収

穫
し
た
野
菜
を
給
食
や
お
や
つ
で
頂
い
て
い

ま
す
。

　

み
ん
な
で
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
や
、
自
分

達
で
収
穫
し
た
も
の
を
食
べ
る
こ
と
で
、
食

欲
も
お
い
し
さ
も
何
倍
に
も
な
り
、
お
腹
だ

け
で
は
な
く
心
も
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
改

築
工
事
に
伴
い
、
あ
と
半
年
程
で
こ
の
調
理

室
と
も
お
別
れ
に
な
り
ま
す
が
、
最
後
の
日

ま
で
「
今
日
の
ご
飯
は
何
か
な
ぁ
」
と
お
い

し
い
食
事
を
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
保
育
士
）　

山
田
恵
未

　

か
ん
だ
連
雀
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
7
月
下
旬
に
料
理
教
室
を
開
催
し
、
ご
利
用
者
と

職
員
で
一
緒
に
夏
野
菜
の
キ
ー
マ
カ
レ
ー
や
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
料
理
教
室
は
、
ご
利
用
者
か
ら
「
昔
は
作
っ
て
い
た
け
ど
今
は
危
な
い
と
止
め
ら

れ
て
い
る
」「
一
人
で
は
自
信
が
な
い
け
ど
、
み
ん
な
と
な
ら
出
来
そ
う
」「
ご
飯
を
作
っ

て
み
た
い
」
と
の
声
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
年
に
2
回
、
食
事
係
と
協
働
で
料
理
教
室
を

始
め
ま
し
た
。
餃
子
、
グ
ラ
タ
ン
、
親
子
丼
、
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
、
太
巻
き
と
い
ろ
い

ろ
な
料
理
に
挑
戦
し
、
料
理
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
残
存

機
能
を
生
か
し
た
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
意
欲
の
向
上
や

生
活
動
作
に
繋
げ
ら
れ
る
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

料
理
中
は
ご
利
用
者
自
ら
が
率
先
し
て
楽
し
み
な
が

ら
作
業
に
取
り
組
ま
れ
、
包
丁
の
手
さ
ば
き
も
最
初
は
お

ぼ
つ
か
な
い
方
も
い
ま
し
た
が
徐
々
に
思
い
出
さ
れ
、
ト

ン
ト
ン
と
リ
ズ
ム
良
く
切
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
お
食
事
も

普
段
以
上
に
食
が
進
ま
れ
職
員
も
う
れ
し
い
か
ぎ
り
で

す
。

　

そ
れ
で
も
、
今
年
の
お
や
つ
作
り
で
つ
く
っ
た
甘
い
甘

い
「
さ
く
ら
餅
」
の
方
が
、
お
い
し
い
顔
を
さ
れ
て
い
た

よ
う
な
。

今
後
も
料
理
教
室
を
続
け
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

お
や
つ
に
負
け
な
い
お
い
し
い
料
理
を
作
り
、
元
気
な
生

活
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

通
所
相
談
員
（
社
会
福
祉
士
）
丸
山
徹

連 雀

きずな
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身
体
に
お
い
し
い
話

思
い
出
は

人
そ
れ
ぞ
れ
、

お
い
し
い
話

み
ん
な
で

楽
し
く
！

お
食
事
会

　

介
護
予
防
事
業
の
教
室
で
地
域
の
皆
様
と
体
操
を
す
る

時
、
よ
く
「
骨
盤
を
立
て
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
お
声
掛
け

を
し
ま
す
。
骨
盤
を
立
て
る
と
は
、
骨
盤
が
適
度
に
前
傾

し
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
体
操
を
行
う
際
に

は
お
馴
染
み
の
姿
勢
で
す
が
、
こ
れ
を
普
段
で
も
意
識
し

骨
盤
を
立
て
、
姿
勢
を
正
す
と
次
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

歩
行
の
際
、
歩
幅
が
広

く
な
り
つ
ま
ず
き
防
止
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
ず
き
防

止
に
は
、
脚
の
筋
力
は
も

ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
歩

幅
も
大
切
で
、
そ
れ
に
は

姿
勢
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
内
臓
の
位
置
が

正
常
に
な
り
機
能
が
向
上

し
姿
勢
を
キ
ー
プ
す
る
こ

と
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。

　

見
た
目
も
美
し
く
な
る

の
で
骨
盤
を
立
て
る
だ
け

で
身
体
に
と
っ
て
お
い
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
な
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
様
も
骨
盤
を
意
識
し
て
生
活
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

週
に
一
度
公
民
館
等
で
元
気
ア
ッ
プ
体
操
を
行
っ
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

地
域
デ
イ
担
当　

鶴
野
真
由
美

　

緑
苑
で
は
月
に
一
度
、
フ
ロ
ア
ご
と
に
「
お
食
事
会
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
お
食
事
会
で
は
、
ご
利
用
者
の
希
望
に

沿
っ
た
献
立
を
作
成
し
ま
す
。
そ
し
て
当
日
は
食
事
係
の

フ
ロ
ア
担
当
者
が
ご
利
用
者
の
も
と
へ
行
き
、
目
の
前
で

会
話
を
し
な
が
ら
料
理
を
し
た
り
、
時
に
は
皆
で
協
力
し

な
が
ら
お
昼
ご
飯
を
作
り
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
密
着
型
特
養
の
献
立
は
夏
の
定
番
メ
ニ
ュ

ー
の
冷
や
し
中
華
で
す
。
い
つ
も
の
食
卓
で
あ
れ
ば
出
来

上
が
っ
た
も
の
が
目
の
前
に
届
く
の
で
す
が
、
今
日
は
そ

う
は
い
き
ま
せ
ん
。
野
菜
を
切
っ
た
り
、
フ
ル
ー
ツ
ヨ
ー

グ
ル
ト
を
作
っ
た
り
と
皆
さ
ん
大
忙
し
で
す
。

　

で
も
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
る
ご
様
子
。
昔
を
思
い
出

し
て
包
丁
を
に
ぎ
っ
た
り
、
お
い
し
く
で
き
た
か
皆
で
味

見
を
し
た
り
・
・
・
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た
ご
飯
は
い
つ

も
よ
り
も
格
別
に
お
い
し
い
よ
う
で
黙
々
と
召
し
上
が
り

見
事
完
食
で
す
！

食
事
係
（
栄
養
士
）
永
井 

智

　

ご
利
用
者
と
お
話
を
す
る
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
の

「
食
」に
関
す
る
こ
と
に
話
題
が
及
ぶ
事
が
あ
り
ま
す
。食
べ

物
の
お
話
を
さ
れ
る
時
、昔
を
懐
か
し
み
、穏
や
か
な
表
情

を
さ
れ
る
方
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。　

お
使
い
で
、

家
で
採
れ
た
大

豆
を
豆
腐
屋
に

持
っ
て
行
き
豆

腐
と
交
換
し
て

も
ら
っ
た
事
や
、

東
京
湾
が
ま
だ

豊
か
な
漁
場
で

あ
っ
た
頃
、河

口
に
い
け
ば
浅

利
や
シ
ャ
コ
が

取
れ
た
話
な
ど

「
今
と
違
っ
て

何
に
も
な
い
時

代
だ
っ
た
か
ら

ね
。」と
話
さ
れ
ま
す
が
、共
通
し
て
い
る
の
は
、食
物
を
決

し
て
無
駄
し
な
か
っ
た
こ
と
。

　

食
べ
物
の
話
題
を
通
じ
て
、ご
利
用
者
と
の
距
離
が
近
く

な
る
と
共
に
、本
当
の
豊
か
さ
と
は
？
と
顧
み
る
機
会
と
も

な
り
、自
分
に
と
っ
て
あ
り
が
た
く「
お
い
し
い
話
」と
な
り

ま
し
た
。居

宅
介
護
支
援
事
業
所（
介
護
支
援
専
門
員
）江
國
岳

あさひ苑

緑 苑

泉　苑
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お
い
し
い
匂
い

お
い
し
い

夏
休
み

夏
の
楽
し
み

　

岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
で
は
、
毎
年
7
月
下
旬
に
納

涼
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
ご
利
用
者
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
の
方
々
も
多
く
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、

今
年
は
大
型
台
風
接
近
の
た
め
に
急
き
ょ
中
止
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
…
。

　

し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
年
に
一
度
の
お
祭
り
で
す
。
3

階
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
の
食
堂
を
利
用
し
、
施
設
内
限
定
の
、

小
さ
な
納
涼
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
輪
投
げ
や
ス
イ
カ
割

り
・
盆
踊
り
な
ど
を
皆
さ
ん
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

納
涼
会
の
締
め
く
く
り
に
は
ス
イ
カ
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま

し
た
。
楽
し
ん
だ
後
の
ス
イ
カ
は
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
、

皆
さ
ん
お
い
し
そ
う
に
召
し
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

介
護
員

（
介
護
福
祉
士
）

菊
地
春
美

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち
の
総
合
受
付
に
は
、

「
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
と
い
う
飲
食
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
お
昼
時
に
な
る
と
、
人
が
増
え
て
あ
っ
と
い
う

間
に
子
ど
も
た
ち
と
ご
家
族
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
た
ち
ま

ち
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
か
ら
は
お
い
し
そ
う
な
ご
は
ん
の
匂

い
が
漂
い
ま
す
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
ポ
テ
ト
、
チ
キ
ン
・・・

と
様
々
な
匂
い
が
し
ま
す
。

　

た
っ
ち
は
駅
に
近
く
、

く
る
る
と
い
う
商
業
ビ

ル
の
な
か
に
あ
る
の
で
、

飲
食
店
も
多
く
美
味
し

そ
う
な
食
べ
物
も
沢
山

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
達

が
「
今
日
は
、
○
○
買

っ
て
き
た
の
ー
」「
お

弁
当
食
べ
る
ー
」
と
嬉

し
そ
う
に
教
え
て
く
れ

ま
す
。
お
い
し
そ
う
な

匂
い
で
、
み
ん
な
は
何

を
食
べ
て
い
る
の
か

な
？
私
の
ご
は
ん
は
何
に
し
よ
う
か
な
？
と
考
え
る
の
が
、

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
さ
て
、
今
日
は
ど
ん
な
お
い
し

い
匂
い
が
す
る
の
か
な
？

総
合
受
付　
（
社
会
福
祉
士
）　

恩
智　

温
子

　

毎
年
恒
例
の
夏
休
み
行
事
「
あ
そ
ぼ
う
デ
ィ
」。

こ
の
日
は
学
童
児
と
保
育
児
が
合
同
で
夏
の
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
た
。
水
鉄
砲
や
水
風
船
を
使
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
水
遊
び
を
し
、

お
昼
ご
飯
に
は
流

し
素
麺
を
楽
し
み

ま
し
た
。
素
麺
を

流
す
竹
の
水
路
は

な
ん
と
学
童
児
と

職
員
の
手
作
り
で

す
。
食
べ
な
れ
た

素
麺
も
い
つ
も
の

何
倍
も
美
味
し
く

感
じ
る
よ
う
で
、

子
ど
も
達
は
ペ
ロ

リ
と
平
ら
げ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
デ
ザ
ー
ト
に
は
ス
イ
カ
割
り
！
大
き
な
ス
イ
カ

に
子
ど
も
達
は
大
興
奮
！
持
ち
上
げ
て
み
よ
う
と
挑
戦
し

た
り
、
か
じ
ろ
う
と
し
て
み
た
り
！
ぐ
る
ぐ
る
～
っ
と
回

っ
て
か
ら
思
い
っ
き
り
棒
を
振
り
か
ぶ
り
ま
す
が
中
々
ス

イ
カ
は
割
れ
ず
…
。
最
後
は
調
理
師
さ
ん
に
綺
麗
に
カ
ッ

ト
し
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
お
か
わ
り
を
し
ま
し
た
！
夏

の
味
覚
を
楽
し
み
、
お
い
し
い
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
保
育
士
）　

吉
田
智
咲

たっち

しらとり

岩本町



　

今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
い
（
熱

い
？
）
で
す
ね
。
大
好
き
な
秋
が
待

ち
遠
し
い
で
す
が
、
気
付
け
ば
冬
に

な
っ
て
い
そ
う
な
夏
で
し
た
。

（
た
っ
ち　

長
谷
川
朝
生
）

　

暑
い
毎
日
で
す
が
、
夏
が
大
好
き

な
私
は
青
い
空
に
白
い
雲
と
子
ど
も

達
と
の
プ
ー
ル
遊
び
に
毎
日
ウ
キ
ウ

キ
し
て
い
ま
す
。

（
き
ず
な　

山
田
恵
未
）

　

平
成
最
後
の
夏
で
す
。
プ
ー
ル
も

ス
イ
カ
も
お
祭
り
も
、
毎
年
の
夏

の
風
物
詩
達
に
「
平
成
最
後
の
」
と

つ
け
る
と
な
ん
だ
か
貴
く
感
じ
ま
す
。

平
成
最
後
の
秋
は
ど
ん
な
秋
に
し
ま

し
ょ
う
か
？

（
し
ら
と
り　

吉
田
智
咲
）

　

9
年
前
に
担
当
し
て
い
た
ご
利
用

者
が
施
設
入
所
さ
れ
、
先
日
偶
然
再

会
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
何
も
変

わ
ら
ず
、
元
気
な
98
歳
に
な
ら
れ
て

い
て
、
う
れ
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た

夏
で
し
た
。�

（
泉
苑　

南　

佳
代
）

　

冷
房
嫌
い
な
私
が
今
年
つ
い
に
自

宅
で
冷
房
を
使
い
ま
し
た
。
暑
す
ぎ

る
こ
の
夏
を
乗
り
越
え
る
為
に
は
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
泉
苑　

開
田
圭
一
）

　

猛
暑
や
大
雨
の
影
響
で
野
菜
や
果

物
が
高
騰
、
今
か
ら
実
り
の
秋
を
待

ち
望
む
夏
で
し
た
。

（
あ
さ
ひ
苑　

高
野
幸
枝
）

　

近
所
の
カ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
が
絶

品
で
暑
さ
し
の
ぎ
も
兼
ね
て
良
く
飲

み
に
行
っ
て
い
ま
す
。
休
日
の
良
い

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

Ｙ
Ｍ
）

　

長
か
っ
た
夏
を
サ
ッ
カ
ー
や
自
転

車
で
楽
し
み
す
ぎ
た
せ
い
か
、「
日

焼
け
し
て
ま
す
ね
」
で
な
く
「
焦
げ

て
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。�

（
連
雀　

粟
沢
尚
広
）

　

今
年
は
エ
ア
コ
ン
の
稼
働
率
が
大

幅
に
上
が
り
ま
し
た
が
、
使
用
電
力

料
金
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
改
め
て
技
術
の
進
歩
を
実

感
で
き
た
夏
で
し
た
。

（
岩
本
町　

松
本
幸
二
郎
）

　

懸
案
だ
っ
た
決
算
書
の
概
要
説
明

を
よ
う
や
く
ご
報
告
で
き
ま
し
た
。

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
む
け
て
検
討
を
進

め
る
夏
で
し
た
。

（
事
務
局　

青
木
志
乃
）

　

働
き
方
改
革
関
連
法
が
可
決
、
成

立
し
ま
し
た
。
法
人
で
も
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
つ
い
て

情
報
収
集
を
始
め
た
夏
で
し
た
。

（
編
集
長　

上
野
廣
美
）

　

あ
さ
ひ
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
月
に
1

度
、
第
3
火
曜
日
に
カ
ー
レ
ッ
ト
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
年
が
経
ち
ご

利
用
者
の
中
に
は
「
今
日
は
こ
れ
だ

ね
！
」
と
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
る
方

も
い
て
少
し
ず
つ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
内
で

も
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

　

カ
ー
レ
ッ
ト
は
元
々
西
日
本
の
震
災

後
、
避
難
所
で
す
る
こ
と
が
な
く
被
災

者
の
方
の
ス
ト
レ
ス
発
散
に
と
開
発
さ

れ
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
カ
ー
リ

ン
グ
が
有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

卓
上
版
と
い
う
こ
と
で
手
軽
に
皆
が
行

う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ル
ー
ル
は
あ
さ

ひ
苑
ル
ー
ル
を
採
用
、
点
数
や
作
戦
は

先
生
方
の
助
言
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
徐
々
に
力
を
つ
け
、
先
生
方

も
「
上
達
し
て
い
る
！
」
と
お
墨
付
き
。

杖
を
つ
い
て
歩
か
れ
た
り
、
な
か
な
か

椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
た
が
ら
な
い
方

も
、
自
然
と
す
た
す
た
歩
き
、
ご
自
分

の
順
番
に
な
る
と
定
位
置
に
向
か
わ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

伊
藤
美
穂
子

カ
ー
レ
ッ
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

～　

あ
さ
ひ
苑　

～

青
木
晃
子　

青
野
ま
り　

赤
田
美
恵
子　

赤
林
好
子　

秋
元
優
子

　

阿
部
才
千
代　

荒
井
迪
子　

荒
波
智
子　

有
本
陽
子　

飯
田
と

志
子　

飯
塚
喜
亥
子　

囲
碁
を
楽
し
む
会　

石
井
久
子　

石
井
宏

　

石
坂
勝
世　

石
坂
ト
メ
ヨ　

市
川
ア
イ
子　

市
川
知
子　

井
出

睦
子　

井
上
智
美　

今
喜
夛
ト
シ
ヱ　

今
橋
ヒ
ロ
子　

岩
井
健　

岩
崎
順　

岩
瀬
美
穂　

上
野
時
子　

植
松
八
千
代　

魚
川
桂
子　

内
保
三
重
子　

内
堀
美
喜　

梅
原
薫　

梅
原
光
洋　

卜
部
和
子　

上
床
晃
代　

江
畑
順
子　

海
老
澤
信
子　

遠
藤
伊
代　

遠
藤
慧
子

　

遠
藤
み
つ
よ　

遠
藤
陽
子　

大
倉
弘
子　

大
嶋
友
子　

大
島
庸

子　

太
田
久
美
子　

大
坪
イ
ネ
子　

大
野
文
子　

大
野
吾
加
子　

大
場
正
子　

大
原
捷
子　

大
屋
康
夫　

大
類
浩
平　

岡
田
基
子　

岡
智
恵　

岡
部
早
苗　

小
川
健
治　

沖
田
眞
南
人　

荻
野
和
子　

奥
山
亜
子　

奥
山
チ
ヤ
子　

オ
コ
サ
の
会　

小
崎
慶
子　

尾
崎
節

子　

尾
崎
晴
子　

尾
崎
紘
之　

尾
崎
靖
宣　

音
楽
園　

お
は
な
し

夢
く
ら
ぶ　

Ｏ
ｈａｎａ 

Ｈｕ
ｌａ 
Ｔｅａｍ　

小
柳
亜
樹
子　

折
田
浩

一　

カ
ー
レ
ッ
ト　

海
江
田
紀
久
子　

鹿
島
キ
チ　

鹿
島
千
重
子

　

絈
野
美
千
代　

カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ア
ベ　

加
藤
栄
子　

加
藤
静　

加
藤
規
子　

加
藤
廣
治　

加
藤
芙
美
子　

加
藤
洋
子　

金
指
真
美

　

金
澤
静
江　

金
子
武
仁　

上
沢
美
和
子　

上
村
修　

神
山
し
げ

子　

亀
岡
紀
知
信　

川
崎
雅
人　

川
村
智
子　

菊
池
和
彦　

菊
地

裕
子　

き
す
げ
合
唱
団　

ギ
タ
ー
演
奏
に
よ
る
歌
の
会　

北
島
美

恵
子　

北
田
悦
江　

木
谷
教
子　

北
村
よ
し
こ　

木
森
哲　

具
嶋

郁
子　

國
定
毅　

久
保
田
摩
耶
子　

久
保
紀
子　

隈
元
与
志
恵　

蔵
内
睦
子　

栗
原
宏
子　

グ
レ
ー
ス
と
宝
石　

黒
川
澄
子　

黒
川

ト
ヨ
子　

桑
原
侑
子　

㈲
欅
式
典　

弦
間
ま
さ　

小
池
昌
子　

小

石
暁
子　

小
出
晨
一　

小
出
由
美
子　

黄
美
華　

石
澤
圭
子　

小

久
保
桂
子　

小
島
ユ
ミ
子　

小
島
百
合
子　

小
菅
よ
し
江　

後
藤

祐
輝　

小
林
恵
子　

小
林
幸
代　

小
林
照
子　

小
林
久
恵　

小
林

真
弓　

小
林
道
子　

小
林
わ
か
子　

駒
ヶ
嶺
秦
秀　

是
永
美
代
子

　

今
野
幸
子　

齋
藤
健
三
朗　

斎
藤
孝
子　

斎
藤
千
枝
子　

齋
藤

則
子　

酒
井
和
子　

坂
本
越
子　

坂
本
尚
子　

佐
久
間
桂
子　

佐

々
木
英
子　

佐
治
美
枝
子　

哘　

真
咲　

佐
藤
イ
ソ　

佐
藤
公
子

　

佐
藤
翔
太　

佐
藤
な
か
子　

佐
藤
初
江　

佐
藤
秀
和　

佐
藤
正

江　

佐
藤
雄
也　

佐
藤
理
加　

佐
野
田
鶴
子　

椎
名
君
代　

塩
澤

佳
津
子　

栞
田
勝　

重
田
文
子　

品
田
啓
子　

島
内
司　

島
津
た

か
子　

島
添
修
二　

清
水
智
子　

清
水
文
枝　

清
水
美
砂
子　

清

水
光
子　

下
江
美
鈴　

下
染
谷
囃
子
連　

下
宏
子　

写
童　

白
神

早
斗
子　

進
藤
サ
エ
子　

進
藤
登
美
子　

新
村
信
子　

杉
本
節
子

　

鈴
木
暉
子　

鈴
木
敦
子　

鈴
木
瞳　

鈴
木
好
枝　

鈴
木
好
子　

す
み
れ
会　

瀬
木
瑞
生　

瀬
戸
貞
子　

浅
間
の
森
ハ
ン
ド
ベ
ル
の

集
い　

高
桑
な
を
み　

高
橋
恭
子　

高
橋
チ
ヨ
子　

髙
橋
ヤ
ヨ
イ

　

竹
内
由
美
子　

竹
松
ふ
く　

田
島
み
よ　

田
中
久
美
子　

田
中

典
子　

田
中
雅
子　

谷
澤
ミ
ツ
子　

谷
野
み
よ
子　

田
野
倉
晴
美

　

田
部
美
智
子　

多
摩
ス
マ
イ
ル
吹
奏
楽
団　

多
磨
町
会　

田
村

知
江
子　

丹
野
由
紀
子　

千
葉
よ
し　

長
明
美　

土
屋
と
き
枝　

堤
明　

椿
原
量
子　

寺
町
律
子　

寺
村
京
子　

戸
島
正
子　

栃
谷

さ
き　

富
田
秀
子　

永
井
文
子　

中
垣
春
代　

長
澤
道
子　

長
島

広
美　

中
田
夏
枝　

中
根
歩
乃
果　

中
野
渡
と
み
子　

中
村
千
代

子　

中
村
美
佐
江　

中
村
恭
俊　

中
山
伊
久
子　

中
山
寿
美　

中

山
貴
博　

中
山
康　

二
胡
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち　

濁
川
直
之　

西
久
保
長
子　

西
野
侑
子　

西
村
珠
美　

二
宮
澄
子　

根
岸
路
子

　

根
岸
光
紀　

根
深
正
子　

野
坂
昭
弘　

野
坂
昱
代　

能
登
す
み

子　

橋
場
昭　

長
谷
川
和
子　

長
谷
川
志
津
子　

早
矢
仕
房
男　

原
田
圀
彦　

原
田
ま
ち
子　

原
田
康
子　

原
俊
江　

樋
口
淳
子　

樋
口
よ
し
子　

肥
後
住
江　

久
島
な
る
子　

日
髙
千
敦
子　

平
泉

順
子　

平
岡
美
津
子　

平
澤
み
ど
り　

平
田
三
千
雄　

平
松
ふ
じ

子　

広
木
き
く
江　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
あ
さ
ひ
苑　

深
澤
眞
紀

　

深
堀
紀
美
子　

福
田
佐
代
子　

福
田
ト
ミ
エ　

藤
井
優
佳　

藤

記
節
子　

藤
田
京
子　

船
岡
栄
子　

舟
見
三
佐
子　

プ
リ
モ
・
ピ

ア
ッ
ト　

古
園
絢
子　

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
浅
間　

保
坂
良
子　

星

野
若
佐　

細
木
南
美　

堀
田
武
三
郎　

堀
江
深
雪　

孫
田
一
昭　

政
所
優
季　

町
田
知
行　

松
下
朗　

松
下
健　

松
田
恵
子　

松
野

ア
イ　

松
実
宏
枝　

松
村
照
代　

丸
田
の
ぶ
子　

三
坂
和
子　

三

輪
孝
子　

壬
生
み
つ
子　

宮
崎
清
子　

宮
崎
美
佐
恵　

宮
田
若
菜

　

雅
F
U
L
A　

宮
本
康
子　

明
神
淑
恵　

村
井
福
子　

村
岡
栄

美
子　

村
田
博
子　

明
治
安
田
生
命　

本
野
幸
子　

百
瀬
洋
子　

守
屋
貴
美
子　

森
脇
敦
子　

八
重
の
会　

矢
崎
英
子　

矢
澤
志
生

　

山
上
夏
南
衣　

山
崎
キ
ヌ
子　

山
田
一
丸　

山
田
佳
津
江　

山

田
ケ
イ
子　

山
田
順
子　

山
野
栄
治　

山
本
恵
美
子　

山
本
峯
子

　

山
森
貞
枝　

鑓
溝
千
寿
子　

ゆ
う
か
フ
ァ
ミ
リ
ー　

横
尾
美
知

子　

横
山
年
子　

吉
岡
秋
夫　

吉
竹
佐
紀　

吉
田
恒
雄　

吉
田
ヒ

サ
子　

吉
田
陸
子　

吉
田
や
よ
ひ　

吉
水
サ
ツ
子　

吉
本
栄
子　

米
山
秀
子　

る
り
ま
つ
り
の
会　

朗
読
赤
十
字
奉
仕
団　

脇
山
令

子　

和
田
風
雄　

渡
辺
勇　

渡
辺
一
恵　

渡
辺
勝
征　

渡
邊
恵
子

　

渡
邉
弘
子　

渡
辺
浩
美　

渡
邉
房
子　

渡
辺
守

（
２
０
１
８
年
６
月
～
２
０
１
８
年
８
月
）

朝
日
町
町
会　

大
沢
良
三　

㈱
大
塚
商
会　

大
塚
元
子　

大
橋
啓
吾　

北
山
町
夏
祭
り
盆
踊
り
実
行
委
員
会　

北
山
二
丁
目
町
会　

北
山

ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス　

栗
原
忠
雄　

佐
藤
右
介　

千
代
田
区
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会　

㈱
デ
ィ
ス
ク
ガ
レ
ー
ジ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト　

東

京
都
食
肉
生
活
衛
生
同
業
組
合　

永
井
よ
し
子　

西
原
町
自
治
会　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
あ
さ
ひ
苑　

府
中
市
第
五
地
区
民
生
児
童
委
員

協
議
会　

本
間
啓
一　

前
川
浩
子　

三
井
物
産
㈱　

望
月
友
子　

吉
田
ヒ
サ
子　

㈱
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

（
２
０
１
８
年
６
月
～
２
０
１
８
年
８
月
）

古紙配合率100％再生紙を使用しています

介護に関するご相談は

無料ダイヤルで！

季刊しんあい107 号

10

　

・泉苑
老後支援 24 時 間

・あさひ苑
福祉にっこり24時間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）


